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５・６年生は「芋汁づくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～４年生は「レクリエーション活動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

おにぎり，芋汁，そして焼き芋。感謝の気持ちを込めて「いただきます！」 

 １１月１２日（火），秋晴れの下，全校生で「収穫祭」を行いました。今年度も，芋汁づくりは５・

６年生が担当し，かまどの火を管理しながら，分担して持ち寄った食材を鍋に入れて，美味しい芋汁

に仕上げました。その間１～４年生は，４年生が中心となって事前に考えておいたゲームをグループ

毎に楽しみました。そして，美味しくできた芋汁，５・６年生が収穫した新米のおにぎり，１～４年

生が収穫したサツマイモの焼き芋を，みんなで美味しくいただきました。 

フリー参観・親子太極拳教室 ありがとうございました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月６日(水)，「フリー授業参観」並びに「ＰＴＡ親子太極拳教室」を開催しましたところ，たく

さんの保護者の皆様にご来校いただき，誠にありがとうございました。授業参観では，友達と話し合

いながら学習に取り組む成長した姿をご覧いただけたことと思います。また，太極拳教室では，親子

で汗を流し，楽しい時間を過ごすことができました。教養委員会の皆様，ありがとうございました。 

１１月の校長講話より（概要） 
１１月２５日(月)の「全校朝の会」では，次のような話をしました。 

 来週はもう１２月です。来週の１２月４日（水）から１２月１０日（火）までの一週間は，人権について考える「人権週間」

です。そこで，皆さんに「長い箸の話」をしたいと思います。 

長い箸（３尺３寸箸）の話 

 昔，ある男が，地獄と極楽を見学しに行くことになりました。 

 まずは地獄へ行ってみると，そこはちょうど食事の時間でした。「地獄のことだから，きっと粗末な食事に違いない」と

思ってテーブルの上を見ると，なんと豪華で美味しそうな料理が山盛りに並んでいました。それなのに，そこにいる人た

ちは，皆やせています。男は「おかしいぞ。」と思ってよく見ると，彼らの手には非常に長い箸が握られていました。箸は

１ｍほど長さがあり，食べ物を自分の口にもっていくことができません。しまいには，他人がつまんだ食べ物を横取りし

ようとする者も現れ，あちこちでけんかが始まりました。 

 次に，男は極楽へ向かいました。ちょうど今から夕食の時間らしく，食卓に仲良く座っていました。テーブルの上には

地獄と同じく豪華な料理が山ほど並んでいます。「極楽の人は，さすがに皆，ふくよかで，肌もつややかだな」と思いなが

ら，ふと箸に目をやりました。なんと，それは地獄と同じように１ｍほどもあるではありませんか。「いったい地獄と極楽

はどこが違うのだろうか。」と食事の始まりを見ていました。その謎は，間もなく解けました。  

 さて，ここで問題です。極楽の人は，長い箸でどのようにご馳走を食べたのでしょうか？近くの人と相談してみましょう。 

（子ども達の発表）では，話の続きを読みます。 

 極楽の人は，長い箸でご馳走をはさむと「どうぞ」と言って，自分の向かい側の人に食べさせ始めたのです。そうやっ

てご馳走を食べた人は，「ありがとうございました。今度は，こちらからお返しします。あなたは，何がお好きですか。」

と，お返しにご馳走を食べさせていました。男は，「さすがは極楽の人たちだ。」と感心しました。  

 お話はこれでおしまいですが，最後に問題です。地獄と極楽の違いは何でしょうか？近くの人と相談してみましょう。 

（子ども達の発表）実は極楽も地獄も同じ場所。違うのは，相手を思いやる気持ちがあるかないか，なのかもしれませんね。

来週は「人権週間」。いつも以上に，友達に優しい言葉をかけたり親切にしたりしてみましょう。  

＜お知らせ＞ 

○ 初任研後補充教員として，５年担任が研修で学校を空ける際                

にご指導いただいていた横山 有紀先生ですが，１１月２２日

(金)で勤務が終了しましたのでお知らせいたします。計１６日間

でしたが，５年生への指導，ありがとうございました。 

〇 来る１２月４日(水)～６日(金)までの３日間，個別懇談会                 

を開催いたしますので，今年度より２学期末の授業参観並びに全

体会は開催いたしません。また，２学期の通知表の通信欄への記

入もございませんのでご了承ください。実のある懇談となるよう

尽力いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。 


